
 

 

  

  

 

１ 趣  旨 

   子どもたちがサッカーを通じて心身を鍛え、フェアプレイの精神と、社会生活に必要な協力の

精神を学び、培い、正しく強く生きる人間を育成することを目指す。             

２ 主  催 

     （一社）宮崎県サッカー協会、mrt宮崎放送 

３ 主  管 

     宮崎県少年サッカー連盟 

４ 特別協賛 

     ＪＡ共済 

５ 後  援 

     日南・串間少年サッカー連盟、宮崎市少年サッカー連盟、 

東児湯サッカー協会、宮東少年サッカー連盟 

６ 協  力 

     （株）モルテン Ｐ＆P浜松 

７ 期  日 

     ２０２２年６月１８日（土）・１９日（日）・２５日（土）・２６日（日） 

８ 会  場 

 １回戦～４回戦（１８日・１９日） → 綾町、川南町、宮崎市、串間市、日南市 

     準々決勝～決勝戦（６月２５日・２６日） → 木花ラグビー場・木の花ドーム 

９ 参加資格 

（１） ２０２２年度日本サッカー協会第４種に登録手続き完了し、参加申込時に写真を貼っ

た選手証を保持している者。（選手証提示の時は、背番号順に並べた一覧表のペーパー

にて提出の事。） 

（２） 選手が参加申込書提出後（令和４年４月３０日提出期限）他チームへ移籍した場合は、

本大会への参加を認めない。但し、宮崎県サッカー協会第４種委員会が参加を認めた

場合は、この限りではない。複数エントリー可能ですが、指導者、審判が必要。 

１０ 競技方法 

（１） 競技規則は、２０２２年度日本サッカー協会制定の８人制サッカー競技規則及び宮崎

県少年サッカー連盟申し合わせ事項に基づいて行う。 

（２） 試合はトーナメント方式を採用する。 

（３） 試合時間は４０分とし勝敗の決しないときは、ＰＫ方式により次回出場チームを決定

する。なお、準決勝・決勝戦は、１０分間（５分ハーフ）の延長戦を行った後、ＰＫ

方式を採用する。 

（４） 交代要員は１０名とし、自由な交代を適用する。但し、GKの交代については、ボール

がアウトオブプレイになった時に、主審に通知し、主審の許可を得て交代を行うこと。 

（５） 試合球は、JFA 公認試合球４号ボール（サーマルボウンディング加工）とし、各チー

ム持ち寄りとする。 



（６） 競技場の規格は、次の通りとする。 

      大きさ→６８ｍ×５０ｍ  ゴールエリア→４ｍ   ペナルティエリア→１２ｍ     

センターサークル→７ｍ     ＰＫマーク→８ｍ     コーナーマーク→７ｍ 

（７）ゴールは少年用ゴールを使用する。 

１１ チーム構成と条件 

（１） チーム構成は、引率者（監督・コーチ）５名、選手１８名以内とする。 

※監督証・公認指導者証を持参する事。 

※ベンチ入りするチーム役員（２名以上５名以内）その内１名以上が日本サッカー協会公

認コーチ（D 級コーチライセンス以上）を有する事。 

（２） 引率者は、当該チームを掌握指導できる責任ある指導者であること。 

（３） 選手は、スポーツ傷害保険に加入し、かつ保護者の同意のあるものに限る。 

１２ 開会式 

     本年度も、コロナ感染症防止の為に中止にいたします。 

１３ 監督会議 

     ５月６日（金）１９時３０分より、宮崎市民プラザ４階大会議室 

※昨年度までとは違い、義務ではない。（WEB配信もするが、欠席のチームの抽選は各地区

運営委員が代行する。） 

     会議への出席は指導者とし、選手や保護者の出席は認めない。（運営委員による代理抽選） 

１４ 表  彰 

（１） 優勝チームには、優勝旗、盾、メダル他を授与する。 

（２） 準優勝並びに３位チーム（２チーム）には、メダル他を授与する。 

（３） 全参加チームに参加賞を授与する。 

１５ 申込方法 

    別紙『申込用紙』と『令和４年度MFA主催大会プライバシーポリシー同意書』に必要事項を 

記入の上、２０２２年４月３０日（土曜日）１９時までに各地区運営委員に申込書の原本 

（Excel）をメールにて提出すること。 令和４年度MFA主催大会プライバシーポリシー同意書 

は署名後に各地区運営委員に原本を提出し、運営委員が監督会議時に持参すること。 

なお、申込後の申込書の差し替えについては、５月６日（金）１９時までに各地区運営委員 

にメールにて原本を提出すること。 

また、参加料８，０００円は監督会議受付時に納入するが、監督会議に欠席の場合は、事前に

各地区運営委員に預けること。 

    【問い合わせ先】 （一社）宮崎県サッカー協会 ４種委員会 各地区運営委員   

注 申込書が期日内に届かない場合は参加できないので、期日厳守でお願いします。 

申込書は、記入漏れ・書き間違いがないように注意してください。（特に選手登録番号） 

１６ その他 

（１）本大会に出場する経費は、全てチーム負担とする。 

（２）正・副のユニフォームを必ず持参すること。 

   ※下記の（１４）に記載された、ユニホーム規程を必ず守って下さい。 

   ※なお、フィールドの選手が GK をする場合は、その選手の固有の番号とし、ゲーム中の交替の

際には GK のユニフォームの色として登録した色とする。 

（３）大会期間中に「退場」を命じられた者並びに「警告」累積２回の者は、次の１試合に出場できな

い。なお、その後の処置については、県大会規律委員会で決定する。また、選手、監督・コーチ



が重大な問題が発生した場合には、県大会規律委員会で処罰されることがある。 

（４）各チームは、宮崎県サッカー協会審判部に登録済みの審判員を帯同すること。なお、帯同審判員

は、写真を貼った２０２２年度審判証（電子証可）を必ず持参し、試合時間の３０分前までに、

審判証を本部に提示すること。 

また、２００５年度以降に取得した、４級審判員については、宮崎県少年サッカー連盟から認

定された者であること。ただし、認定された事を証明する認定証又は、修了証を持参すること。 

（５）監督会議及び開会式に遅刻又は参加しないチームは、本大会に出場できません。 

（６）この大会のシードチームは、『ニッサングループ杯第３３回九州 U-11 サッカー宮崎県大会』の

ベスト８（次のチーム）とする。  

①ソレッソ宮崎   ②アスラン FC   ③バッサゾール SC   ④フェニックス FC    

⑤セレソン都城    ⑥太陽宮崎 SC   ⑦高鍋 FC       ⑧太陽延岡 SC      

（７）本大会のベスト８のチームは、JFA 第４６回全日本 U-12サッカー選手権宮崎県大会のシード権

を獲得する。 

（８）本大会中のケガについてはチームの責任により対処すること。 

（９）ユニフォームの広告表示は「ユニフォーム規程」に基づき認める。ただし、本大会の協賛・協力

者と類似したスポンサー広告は禁止する。 

（10）試合前のセレモニーは、行なわない。 

（11）本大会申込書に記入してある指導者（監督・コーチ）が、試合会場にいる場合、その指導者は、

必ずベンチに入らなければならない。 

（12）大会期間中、各会場の駐車場にチームで乗り入れする車には、判り易い場所（フロントガラス

等）にチーム名を必ず提示すること。 

（13）駐車場に、椅子やクーラーボックス等の物品を置いての場所取りについては厳禁とする。この

ような行為が発覚した場合は、主催者にて撤去し、規律委員会にかけ、チームの監督及びチー

ムを厳罰に処する。 

（14）ユニフォーム規程 

    第１条 本競技会に登録した正・副２組のユニフォーム（シャツ、ショーツ＆ソックス）を試合会

場に持参し、いずれかを着用しなければならない。 

     ２  正・副の２色については、明確に異なる色とする。 

     ３  ゴールキーパーのユニフォームについて、ショーツ、ソックスはフィールドプレイヤーと

同系色でも良いものとする。 

     ４  主審は、対戦するチームのユニフォームの色彩が類似しており判別しがたいと判断したと

きは、両チームの立会いのもとに、その試合において着用するユニフォームを決定する。 

     ５  前項の場合、主審は、両チームの各２組のユニフォームのうちから、シャツ、ショーツ及

びソックスのそれぞれについて、判断しやすい組み合わせを決定することができる。 

     ６  ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、または外部に着用する場合、

ソックスと同色でなくても良い。 

     ７  アンダーシャツの色は問わない。ただし原則としてチーム内で同色のものを着用する。 

     ８  アンダーショーツおよびタイツの色は問わない。ただし原則としてチーム内で同色のもの

を着用する。 

 

 

 



第３９回 JA共済杯mrt宮崎県 U－１２サッカー大会 

開催における新型コロナウイルス感染防止対策 

 

【感染防止対策各チーム対応】 

１）選手、保護者及び指導者は、リーグに参加するために、普段から、手洗いや咳エチケット、人との

距離の確保などの基本的な感染対策である「新しい生活様式」を日常生活に組み込み、実践できる

状態となること。 

２）選手について、試合・アップ・昼食時以外では、マスクを着用すること。 

  ※マスク着用について、熱中症時期となるので、感染防止対策を遵守の上、各チームのの判断とす

ること。 

３）指導者、保護者については、常時マスクを着用すること。マスクを着用しない場合は、周囲の人と

の距離を十分に空けること。 

４）テントは、各チーム選手用・保護者用で分け、なおかつある程度距離を確保すること。 

５）会話をするときは、対面を避けること。 

６）可能な限り、各チーム消毒液を準備すること。 

７）各会場、手洗い場に液体石鹼を準備しますので、手洗いは、水と液体石鹸で丁寧に洗うこと。 

８）管理者は、参加選手についての体温測定を行ない名簿により管理するとともに、熱や風邪の症状が

ある選手については、参加を自粛させること。 

９）指導者は、参加している保護者についても把握すること。 

10）ミーテイングは、短時間とし選手同士の間隔を空けること。（できる限り 2ｍ、最低 1ｍ） 

11）タオル、給水ボトルは各個人の物とし選手同士での共有は行わないこと。 

12）当面の間、選手の本部への挨拶は行わないこと。 

13）保護者の応援・チームサポートについて、各チーム必要最小限の人数とし、保護者については、可

能な限り送迎のみとする。 

14）祖父母（年配の方）の方のご来場・ご参加は控えること。 

15）やむを得ず開催日の前、２週間以内に「感染流行地域」に指導者、選手又は、保護者が滞在した場

合は、当該指導者、選手は又は、保護者は参加を自粛すること。 

16）各チームコロナの影響により参加したくない選手・保護者に対して強制的に大会に参加させないこ

と。（チームの責任にて判断すること。） 

 

【感染防止対策試合中の対応】 

１） 試合前の挨拶は、握手はせず円陣も行わないこと。即ポジションへの移動しゲームを始める。 

２） 通常通り試合は行なうが得点時のハグやハイタッチは行なわない。 

３） 指導者の声での指示は、２ｍ以内に人がいない事を確認して指示を出す。（大声は避けること） 

４） ベンチは互いの距離を１ｍ以上取る。（長椅子の複数使用禁止） 

５） うがいした飲み物や、唾や手鼻などグラウンドに飛ばさない。 

６） 試合後の握手、挨拶（審判、相手ベンチ）は行なわず、自ベンチで解散。 

７） 応援は、常に２ｍ以上の距離を保ち、声は出さずに拍手のみとすること。 

 

「うつらない」「うつさない」ための感染防止対策の徹底 !! 

皆さんのコロナ対策が、子ども達のサッカー出来る環境を守ることに繋がります。ご協力をお願いします。 


